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１【有価証券報告書の訂正報告書の提出理由】
　令和３年６月29日に提出いたしました第57期（自　令和２年４月１日　至　令和３年３月31日）有価証券報告書に添

付しております「独立監査人の監査報告書」の記載事項の一部に原本と異なる記載がございましたので、これを訂正す

るため有価証券報告書の訂正報告書を提出するものであります。

 

２【訂正事項】
独立監査人の監査報告書

 

３【訂正箇所】
　訂正箇所は＿＿＿を付して表示しております。

 

独立監査人の監査報告書

 

　　（訂正前）

固定資産の減損

監査上の主要な検討事項の内容及び決定理由 監査上の対応

　会社は、富山県の主要な観光エリアである立山黒部アル

ペンルートにおいて運輸事業、ホテル事業及びその他の事

業を行っており、令和３年３月31日時点で、連結貸借対照

表に有形固定資産6,211,422千円及び無形固定資産212,319

千円を計上している。（後略）

　当監査法人は、減損の兆候のあった資産グループのうち

固定資産の減損の検討に当たり将来キャッシュ・フローを

使用している運輸事業及びホテル事業に係る資産グループ

の固定資産の減損を検討するに当たり、主として以下の監

査手続を実施した。（後略）

 

　　（訂正後）

固定資産の減損

監査上の主要な検討事項の内容及び決定理由 監査上の対応

　会社は、富山県の主要な観光エリアである立山黒部アル

ペンルートにおいて運輸事業、ホテル事業及びその他の事

業を行っており、令和３年３月31日時点で、連結貸借対照

表に有形固定資産6,211,442千円及び無形固定資産212,329

千円を計上している。（後略）

　当監査法人は、減損の兆候のあった資産グループのうち

固定資産の減損の検討に当たり将来キャッシュ・フローを

使用している運輸事業及びホテル事業に係る資産グループ

の固定資産の減損を検討するに当たり、主として以下の監

査手続を実施した。（後略）

 

以　上
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